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うち12社が護岸を荷役岸壁に使用していた．なかでも，  

生コンクリート関連企業が5社あり，連日骨材の荷役を  

行っていた．護岸背面には倉庫などの建物があり，貨物  

の積み替えなどの荷役作業ヤードに使用されていた．被  

災後，民間企業発注による災害復旧工事が先行して行わ  

れ，一部荷役件業が再開されていたことから，作業ヤー  

ドの確保に調整を要した．   

以上のように作業ヤードの確保に制約があったため，大  

きなヤードを必要とする工法は不適当であった．  
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3．型枠工法の検討  

当工区で採用している護岸復旧工法は，前出し工法と  

称されるものであり，本工事以外にも神戸港各所の復旧  

工事に採用されている．この場合の型枠工法としては，陸  

上製作した大組み型枠（鋼製フレーム＋メタルフォーム）  

をクレーンで水中に建て込み，水中コンクリート打設後，  

脱型する方法（以下，従来工法と称す）が一般的である．   

従来工法の場合は，  

①型枠の転用が可能である．  

②材料の人手が容易である．  

③種々の寸法の鋼製パネルが流通しており，型枠寸法を   

決定するに当たって選択の自由度が大きい．  

などの点で有利であるが，工期上の制約，施工条件等を  

考慮すると，以下の問題点がある．  

①部材点数が多いため，型枠の組立に時間がかかる．  

②型枠重量が大きくなり，建て込み作業に大型クレーン   

が必要になる．  

③転用するための型枠整備ヤードが必要になる．  

④潜水士の作業空間がせき板やセパレータにより著しく   

制約され，吸気ホースが絡まるなどの事故の原因にな   

りやすい．  

G）板状の構造体であるため，型枠設置時に風，波浪の影   

響を受けやすく，不安定である．   

上記の問題点を解決するために，従来工法に代えて新  

たにプレキャストコンクリートパネルをせき板に用いた  

水中型枠工法（以下，PCパネル型枠工法と称す）を採用  

した．  

1．はじめに  

本工事は，平成7年1月17日の阪神大震災により被災  

した魚崎人工島（通称，東部3工区）護岸の災害復旧工  

事および高潮対策工事である．   

現護岸は概ねケーソン式で，震災によりほぼ全てのケ  

ーソンに海側への移動（最大4．4m），沈下（最大1．7m），  

傾斜（一30～120）の被害が発生している．   

被災したケーソンの前面に一体的にコンクリートを打  

設することにより耐震強化を図り，東部3工区全周4．4km  

のうち約2．9kmを復旧する．   

本工事は災害復旧工事という性格上，急速施工が要求  

され，水中型枠2り00m2，水中コンクリート54，700m＼う  

をいかに円滑に施工するかが，本工事の重要な課題であ  

った．   

以下に，本工事で採用したプレキャストコンクリート  

パネルを用いた水中型枠の施工について報告する．   

図－1に護岸復旧断面図を示す．  

図一1護岸復旧断面図   

2．現場条件   

復旧する護岸は全て民有であり，民間企業は21社ある  

4．PCパネル型枠工法の概要  

採用したPCパネル型枠は，国－2に示す鋼製フレーム  

の柱材フランジ間にせき板となるPCパネルを挿入するも  

ので十埋め殺し型枠として使用する．   

PCパネル型枠工法は，従来工法と比較して材料費が高  
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図－2 円：パネル型枠表準図  

価となる点で不利であるが，以下に示す特長を有する．  

①型枠を埋め殺しとするため，脱型作業や転用のための   

整備作業が不要となり，大幅な工期の短縮が図れる．  

（動詞製フレームの部材点数が少ないため，組立作業の省   

力化が可能である．また，軽量化することで建て込み   

に使用するクレーンの小型化が図れるほか，建て込み   

作業の安全性も向上する．  

③当初は，補強コンクリートの前面にメッシュ筋を配置   

する計画となっていたが，PCパネルとすることでメッ   

シュ筋は不要となり鉄筋組立作業を省略できる．  

④PCパネルの建て込みを別工程で行えるため，セパレー   

タ取り付け作業時の潜水士の作業性，安全性の確保，   

波浪に対する型枠の安定性の確保の点でも効果が大き   

い．  

（亘）従来工法にくらべ，陸上部の作業ヤードを狭くできる．   

なお，祷部の型枠については，鋼製パネルを用いた従  

来工法による転用型枠とした．  

コンクリート曽  

が可能な本工法にくらべると施工費は高価となる．   

しかし，工期短縮に伴う労務費の削減効果も含めて考  

えると，PCパネル型枠工法による全体工事費は，従来工  

法と同程度であった．  

（3）安全性   

PCパネル型枠工法の鋼製フレームはトラス構造体であ  

るため，風，波浪の影響を受けにくく安全に建て込みが  

できた．また，セパレータ取り付け作業時に，従来工法  

の場合は潜水士の作業空間がせき板により制約されるが，  

PCパネル型枠工法の場合はせき板としてのPCパネルが  

建て込まれていないため，潜水士が海側から型枠内部へ  

自由に進入することができ，型枠内部に閉じ込められる  

危険がなくなった．   

したがって，PCパネル型枠工法の採用により従来工法  

にくらべて安全性も向上した．  
5．施工結果   

（1）工期の短縮   

復旧工事の対象となる既設ケーソン315函を120スパン  

に分割して施工した．5パーティーでの施工体制としたた  

め，1パーティー当たりの施工数量は24スパンとなる．   

PCパネル型枠工法の採用により型枠の脱型が不要とな  

り，従来工法にくらべ1スパン当たり2日の工期短縮が図  

れたことから，全施工数量24スパンでは48日の工期短縮  

となった．  

（2）経済性   

従来工法の場合は，型枠の材料費はPCパネル型枠工法  

にくらべて安価となるが，陸上からの大型クレーンによ  

る建て込みが困難であるため海上作業となり，陸上施工   
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6．おわりに  

本工事は，緊急を要する工事であったため概略設計に  

基づいた発注がなされており，工事受注後に調査を含め  

た詳細設計を行うという形態であった．このため，企業  

先の要求を的確に把握すると同時に，その要求品質を満  

足させるための最良の施工方法を提案しながら工事を進  

めるように努めた．   

このような状況の中で，創意工夫により新しい技術を  

開発できたことは大きな収穫であった．   

最後に，本工事に際し，ご指導いただいた関係各位に  

深く感謝致します．   
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